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1 令和3年度当初予算要求状況【地域連携部関係}について

(1 )施策別委求状況

施策番号 施策名
令和2年度
当初予算額

241 競技スポーツの推進 3， 856， 513 

242 地域スポーツと障がい者スポーツの推進 548， 670 

251 南部地域の活性化 47， 454 

252 東紀州地域の活性化 120， 699 

254 移住の促進 72， 959 

255 市町との連携による地域活性化 2， 773， 462 

352 安心を支え未来につなげる公共交通の充実 608， 493 

354 水資源の確保と土地の計間的な利用 600，218 

/ 行政委員会 9，040 

/ 人件費 2， 642， 233 

/ 交際費 154 

地域連携部合計 11， 279， 895 

(単位千円)

令和3年度
当初要求額

10， 624， 044 

551， 259 

40， 975 

132， 541 

65， 707 

3， 187， 765 

1， 363， 267 

729， 701 

1， 072， 947 

2， 816， 182 

154 

20， 584， 542 

R3当初要求額一R2当初予算額=仁9，304， 6471 



<主な事業>

※令和 3年度当初予算要求状況資料(1 ) 

「みえ県民カビジョン・第三次行動計蛮j取組概要

のうち地域連携部関係の事業について抜粋

随策 241 競技スポーツの推進|

①競技力向上対策事業[基本事業名:24101 競技力の向上〕

予算額:(R2) 8 4 2， 8 8 6千円 → (R3) 8 6 7， 6 9 4千門

事業概要:令和 3年は、これまでの競技力向上の取組の集大成の年であること

から、本県選手をはじめ、就職支援等によるトップアスリートの本

県への定着などにより、戦力や得点力を備えた競技や種目に対し、

実戦的な強化試合など強化活動への支援を重点的に行います。また、

想定される対戦相手の分析も行いながら、強力なサポートスタッフ

体制で臨むなど、競技団体等とともに総力を挙げて強化対策に取り

組み、三重とこわか国体で天皇杯・皇后杯を獲得します。

②三重とこわか国体・三重とこわか大会開催事業

[基本事業名:24102 三重とこわか盟体・三重とこわか大会の鴎催]

予算額:(R2) 1， 6 0 5， 6 2 3千円 → (R3) 8， 9 2 8， 7 3 5千何

事業概要:両大会が安全・安心に開催できるよう、会場地市町や競技団体等と

緊密に連携し、オール三重で開催の成功につなげます。

関・開会式ではコロナ禍であっても、安全・安心を確保しつつ両大

会への想いや感動を伝えられるよう、史上初の「オンライン式典Jを

実施します。呉体的には、デジタル技術を活用し、複数会場を中継で

結ぶとともに映像等により応援を届けられる式典とします。一方、競

技会では、新型コロナウイルス感染防止対策も含めた市町の準備が不

安なく進められるよう三重とこわか国体競技会におけるガイドライ

ンに基づき、運営等にかかる支援を行います。また、競技会運営が円

滑に実施できるよう、宿泊施設の確保や輸送・交通対策にも取り組み

ます。広報では、従来のような競技会での応援ができないなかでも、

メディア等を活用することにより、県民の皆さんの声援を選手やチー

ムに届けることができるよう双方向の情報発信を行います。

③三重交通G スポーツの社鈴鹿事業[基本事業名:24103 スポーツ施設の充実]

予算額:(R2) 7 0 5， 8 4 1千円 → (R3) 5 0 7， 7 2 9千円

事業概要:指定管理者制度に基づいて、利用者のニーズに応じた効率的・効果的

な管理運営を行うとともに、令平日 2年度に引き続き水泳場電光表示盤

更新の改修工事等を行います。



④三重交通G スポーツの社伊勢事業[基本事業名 :24103 スポーツ施設の充実]

予算額:(R2) 1 5 6， 6 5 6千円 → (R3) 1 6 6， 8 5 9千円

事業概要:指定管理者制度に基づいて、利用者のニーズに応じた効率的・効果的

な管理運営を行うとともに、陸上競技場の公認更新に必要な改修工事

等を行います。

⑤ドリームオーシャンスタジアム事業[基本事業名 :24103 スポーツ施設の充実]

予算額:(R2) 1 8 8， 1 7 8千円 → (R3) 3 2， 2 6 6千円

事業概要:指定管理者制度に基づいて、利用者のニーズに応じた効率的・効果的

な管理運営を行うとともに、設備の老朽化に伴う改修工事等を行いま

す。

⑥県営ライフル射撃場事業[基本事業名:24103 スポーツ施設の充実]

予算額:(R2) 8 0 2千円 → (R3) 6， 1 1 2千円

事業概婆:指定管理者制度に基づいて、利用者のニーズに応じた効率的・効果的

な管理運営を行うとともに、多臼的トイレ整備等の設計業務委託を行

います。
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令手口2年 12月7日

属体・全国障害者

スポーツ大会局

三重とこわか国体・三重とこわか大会開・閉会式会場変更に伴う必要経費について

三重とこわか国体・三重とこわか大会は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に

伴い、 10月 14日の三重とこわか民体・三重とこわか大会実行委員会常任委員会にお

いて、岡大会の調・閉会式会場を三重県総合文化センターに変更することが決定され

ました。

両大会の開催経費のうち、式典、会場整備、輸送、警備など、の業務については、全

く異なる場所でほぼゼロベースで内容の検討を行い、積算することになったため、一

部、会場変更に伴う経費の積算がされていない部分があります。一方で、予算要求状

況の全体規模をお示しさせていただくため、今回は一部の経費については、変更前の

内容等をもとに予算要求状況を提出させていただいたところです。

現在、変更後の会場における両大会開・開会式に必要な経費の精査を進めていると

ころであり、現時点での見込額については、下表のとおりです。

令和 3年 2月の当初予算発表に向けて、引き続き、その他の経費も含めてさらなる

精査を行っていきます。

【会場変更に影響する主な業務の積算状況】 (12月7日時点)

|三重とこわか国体・三重とこわか大会開催事業劃

89.29億円(当初予算要求時) キ 81. 12億円 (12月7百時点)

(億円)

当初予算要求時点① 12/7 a寺点② 差額(②ー①)

式典 5. 94 6. 38 o. 44 

2 会場整備(※， ) 9. 80 4. 60 .A5. 20 

3 輸送(※ 2) 13. 68 9. 73 企3.95 

4 警備(※ 2) 2. 12 2. 66 0.54 

言十 31. 54 23. 37 .A8. 17 
※1 三重交通Gスポーツの杜伊勢で行う三重とこわか大会の陸上競技会場整備費を含む。

※2 両大会の凋・閉会式に加え、三重とこわか大会の各競技会分を含む。
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!施策242 地域スポーツと燈がい者スポーツの推組

ci地域スポーツ推進事業

[基本事業名:24201 地域スポーツ活動の推進とスポーツを通じた地域の

活性化}

予算額:(R2) 3 7， 9 2 0千円 → ほ3) 4 0， 0 2 0千円

事業概要:東京 2020オリンピック・パラリンピックの熱気と興奮をみえのスポ

ーツフォーラムで伝え、その機運を三重とこわか国体・三重とこわか

大会につなげ、スポーツへの機運を最大限に盛り上げます。また、総

合型地域スポーツクラブに対する効果的な支援やスポーツ関係団体

が行う事業の支援等を行います。その他、大規模大会で創出されたレ

ガシーを共有する報告会(仮称)の開催や、大会後の地域づくりにつ

なげる方策について検討する有識者懇話会(仮称)を設置します。

②地域スポーツイベント開催事業

[基本事業名:24201 地域スポーツ活動の推進とスポーツを通じた地域の

活性化]

予算額:(R2) 1 5， 5 8 4千円 → (R3) 1 6， 0 8 4千円

事業概要.県民の皆さんがスポーツに親しむ機会の充実を図るため、引き続きみ

えスポーツフェスティバル及び美し国三重市町対抗駅伝を開催しま

す。

③スポーツを通じた地域の活性化支援事業

[基本事業名:24201 地域スポーツ活動の推進とスポーツを通じた地域の

f舌性化]

予算額:(R2) 1 9 8千円 → (R3) 1 6 3千円

事業概要:市町が取り組むスポーツによる地域活性化・まちづくりの支援のた

め、研修会を開催します。また、 Jリーグクラブの誕生をめざし、 rJ 

クラブ誕生とスタジアム建設を推進する県民会議Jに参画し検討を進

めていきます。



④東京 2020大会に向けた「オール三重J推進体制構築事業

[基本事業名:24202 大規模スポーツ大会のレガシーを活用したまちづく

りの推進]

予算額:(R2) 1 7 6， 0 1 8千円 → (R3) 2 0 0， 0 2 6千円

事業概要:オリンピック聖火リレー及びパラリンピック聖火フェスティパルに

ついては、多くの皆さんが侭らかの形で直接関わったり、応援できる

ような機運醸成に取り組むとともに、出発式等のセレモニーにおいて

本県の多様な魅力を国内外へ発信する機会を設けるなど、地域の盛り

上がりを、東京 2020オ1)ンピック・パラリンピックや三重とこわか

底体・三重とこわか大会につなげていきます。事前キャンプについて

は、感染対策を含めた安全な受け入れ態勢を構築するとともに、地元

住民との交流事業を行います。



締策251 南部地域の活性倒

①若者の働く場の確保支援事業

[基本事業名:25101 住み慣れた地域で暮らし続けるための取組]

予算額:(回) 8，400千円 → (R3) 1 0， 0 9 8千円

事業概要.若者の働く場を確保するため、南部地域で行われる開発プロジェク

トを契機に、民間事業者と連携して新たなビジネスを創出する取組

や、新たな観光スタイルを取り入れた観光誘客など、集客を促進し

産業を活性化する市町の取組について、南部地域活性化基金等を活

用して支援します。

②暮らしやすい地域づくり支援事業

[基本事業名:25101 住み慣れた地域で暮らし続けるための歌手引

予算額:(R2) 2， 0 0 0千円 → (R3) 1， 0 0 0千円

事業概要:誰もが住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、地域におけ

る生活サービスを維持し、確保していくために市町が民間事業者等

と連携して行う取組について、南部地域活性化基金等を活用して支

援します。

③(新)豊かな自然の中で安心して楽しめる南部地域魅力発信事業

[基本事業名:25101 住み慣れた地域で暮らし続けるための取組]

予算額:(R2) 千円 → (R3) 2 1， 1 2 1千円

事業概要:南部地域の叢かな自然と歴史文化の魅力を生かし、今後も教育旅行の

目的地として選ばれ続けるよう、子どもの目線での魅力を発信すると

ともに、体験プログラムの開発・改善や受入体制構築等への支援、県

内外への教育旅行向けメニューの発信を行います。

④地域づくり人材支援事業

[基本事業名:25102 地域で暮らしたくなる取組]

予算額:(R2) 3， 0 1 2千円 → (R3) 1， 4 9 6千円

事業概要:関係人口の力を生かした持続可能な地域づくりにつながるよう、度会

県の仕組みを活用して地域の情報を発信することにより、関係人口の

裾野の拡大と隠係の深化を障ります。また、地域おこし協力隊等を対

象に初任者研修や実践的な研修を行うとともに、 OB・OGを含む隊

員悶土が気軽に相談や情報交換できるネットワークが更に活用され

るよう取組を進め、隊員の任期終了後の定住・定着を促進します。
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i施策 252 東紀州地域の活性化|

①東紀州、!地域振興推進事業

[基本事業名:25201 持続可能な地域社会に向けた基盤づくり]

予算額:(R2) 1 0， 2 5 5千円 → (R3) 1 0， 2 5 5千円

事業概要:持続可能な地域社会づくりに向けた基盤を整えるため、地域のコー

ディネーターの役割を担う(一社)東紀州地域振興公社と連携し、

地域が一体となり、観光振興を中心に、産業振興、まちづくりを推

進する取組を進めます。

②地域の誇り次世代継承プロジェクト事業

[基本事業名:25201 持続可能な地域社会に向けた基盤づくり]

予算額:(R2) 2， 9 8 8千円 → (R3) 2， 7 9 0千円

事業概要:熊野古道や周辺地域の豊かな自然、歴史、文化等の価値を次世代に継

承するため、東紀州地域の子どもや若者が、熊野古道やその周辺の自

然・歴史・文化等を体験し、地域の「本物Jに触れることにより、地

域への関心や理解を深める取組を実施します。

③Easy Access to東紀州 1プロジェクト推進事業

[基本事業名:25202 地域資源を生かした観光地域づくり]

予算額:(R2) 9， 7 5 5千円 → (R3) 6， 2 8 8千円

事業概要.地域の魅力の発信や旅行者の受入環境整備について、(一社)東紀州

地域振興公社等と連携して取り組みます。また、他県も含めた広域連

携による誘客促進に取り組み、東紀州地域における旅行者の周遊性・

滞在性を高めます。

④熊野古道活用促進事業

[基本事業名:25202 地域資源を生かした観光地域づくり]

予算額:(R2) 1 0， 7 8 7千円 → (R3) 5， 2 2 6千円

事業概要:!立界遺産登録 15周年の成果を 20周年につなげるため、熊野古道の価

値や魅力を国内外に発信することなどにより誘客促進を図るととも

に、スペイン・バスク自治州との交流を継続します。また、伊勢から

熊野まで熊野古道を結ぶ環境整備等に取り組むことにより、交流入口

の拡大と地域経済の活性化を図ります。
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⑤東紀州地域集客交流推進事業

[基本事業名:25202 地域資源を生かした観光地域づくり]

予算額:(R2) 7 0， 1 5 3千円 → (R3) 7 2， 0 9 1千円

事業概要:熊野古道センターを通じて、熊野古道をはじめとした東紀州地域の歴

史・文化、自然等を地域内外に発信するとともに、集客交流を促進し

ます。

⑥(新)さあ出かけよう、熊野古道再発見旅事業

{基本事業名:25202 地域資源を生かした観光地域づくり]

予算額:(R2) 千円 → (R3) 2 1， 8 0 0千円

事業概要:子ども連れ家族などの来訪意欲を喚起するため、古道歩きが具体的に

患い描ける映像や、来訪時にさまざまな楽しみゃ学びを提供できる動

画等を作成します。また、安心して来訪できる機会を創出するため、

体験ツアーを実施します。

さらに、リピーターなどの再訪を訴求するため、古道周辺のこれまで

あまり紹介されていない隠れた魅力を映像により紹介します。

⑦選ばれる東紀州地域を目指して産業活性化支援事業

[基本事業名:25203 地域資源を生かした産業振興]

予算額:(R2) 1 1， 2 5 9千円 → (町) 11， 259千円

事業概要:東紀州地域の市町や関係団体が連携して行う地域産品の高付加価値

化や販路拡大、観光サービスのブラッシュアップ等の取組を支援し、

地域産業・雇用の活性化を図ることにより、東紀州地域の持続的な発

展につなげます。
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|施策 254 移住の促進i

①(一部新)ええとこゃんか三重移住促進事業

{基本事業名:25401 きめ細かな移住相談と総合的な情報発信の推進]

予算額:(R2) 3 6， 8 4 4千円 → (R3) 3 7， 2 7 2千円

事業概要:iええとこやんか三重 移住相談センター」を中心に、 ITツールも

積極的に活用し、きめ縮かな相談対応を行います。また、移住希望者

と地域の人たちが継続的に交流し、関わる仕組みであるサボーターズ

スクエアに、ワーケーション等「場所Jにとらわれない働き方に関心

のある層を取り込み、本県への移住につなげるとともに、地域の人た

ちのコミュニティ「三重スクヱア」の体制強化を図るための人材養成

を行います。

②移住支援事業[基本事業名:25402 移住受入体制の充実]

予算額:(R2) 3 5， 9 5 5千円 → (R3) 2 8， 3 0 5千円

事業概要:東京圏からの移住を促進するため、就業マッチングサイトを通じて就

職した人等を対象に、市町と連携して、移住に要する費用の支援を行

います。

③移住促進のための市町支援事業[基本事業名:25402 移住受入体制の充実]

予算額:(R2) 1 6 0千円 → (R3) 1 3 0千円

事業概要:市町の移住受入体制をさらに充実させるため、県と市町との連携を図

る市町担当者会議を開催するとともに、移住促進の効果的な手法等を

検討する研修会を実施します。
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随策 255 市町との連携による地域活性側

①持続可能な地域コミュニティづくり推進事業

[基本事業名:25501 市町との連携・協働による地域づくり]

予算額:(R2) 3， 5 5 5千円 → (R3) 3， 4 7 1千円

事業概要:I県と市町の地域づくり連携・協働協議会Jの仕組みを活用し、住民

が主体となった地域のコミュニティづくりがより多くの地域に広が

るよう取り組むとともに、若者の力を地域コミュニティの活性化に

生かすための取組を進めます。

②宮川流域圏づくり推進事業

{基本事業名 25501 市町との連携、協働による地域づくり]

予算額:(R2) 1， 2 7 8千円 → (R3) 9 4 6千円

事業概要:I宮川流域ルネッサンス協議会」に参画し、地域の主体的な取組を支

援します。

③市町振興事務費[基本事業名:25502 市町行財政運営の支援]

[基本事業名:25502 市町行財政運営の支援〕

予算額:(R2) 6， 4 5 2千円 → (R3) 6， 2 6 8千円

事業概要:市町が行政事務を適正かつ的確に処理するとともに、市町の行財政

改革を支援し、安定的な財政運営を行うことができるよう、適切な

助言や支援を行います。

④木曽岬干拓地整備事業

[基本事業名:25503 木曽岬干拓地等の利活用の推進]

予算額:(回) 1， 5 9 7， 910千円 → (R3) 1， 4 1 7， 7 4 8千円

事業概要:排水機場等を適切に維持管理するとともに、土地の利活用を促進し

ていくため、水道・道路等の基盤整備を行うなど取組を着実に進め

ます。

⑤(一部新)特定振興地域推進事業

[基本事業名:25503 木曽岬干拓地等の手IJ活用の推進]

予算額:(R2) 1 1， 1 9 2千円 → (R3) 2 6， 6 27千円

事業概要:大仏山地域に整備した散策路等を適切に維持管理し利用促進に取り

組むとともに、将来の多様な主体の参画に向けた検討を進めます。

また、関係部局と連携して宮川ダム直下から三瀬谷ダム関のより良

い流況に向けた検討を行います。
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⑥奥伊勢湖環境保全対策協議会負担金

[基本事業名:25503 木曽岬子拓地等の利活用の推進]

予算額:(R2) 5， 0 0 0千円 → (R3) 5， 0 0 0千円

事業概要:奥伊勢湖環境保全対策協議会に参画し、奥伊勢湖の豊かな自然環境

を守るための活動を支援します。また、宮JiIの流量回復等の課題に

ついては、宮JII流域振興調整会議を活用して検討を進めます。

⑦地域活性化支援事業

[基本事業名:25504 過疎・離島・半島地域の振興]

予算額:(R2) 2， 6 8 9千円 → (R3) 2， 6 8 5千円

事業概要:過疎地域等条件不利地域において、魅力と活力ある地域づくりを推

進するため、市町が行う住民の身近な生活課題の解決や地域の特色

を生かした活性化のための新たな取組に対して支援します。
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施策 352 安心を支え未来につなげる公共交通の充実|

①地方パス路線維持確保事業

[基本事業名:35201 持続可能な移動手段の確保と次世代モビリティの

導入支援]

予算額:(R2) 3 5 6， 3 2 2千円 → (R3) 3 4 7， 4 7 4千円

事業概要:地域間を結ぶ幹線パスの遂行経費等に国と協調して補助するほか、県

の生活交通確保対策協議会、市町の地域公共交通会議等において、地

域公共交通の維持・活性化に取り組みます。また、新型コロナウイル

ス感染症の影響により、利用状況等においてさらに厳しさを増してい

ることから、維持が危ぶまれている地域間を結ぶ幹線パスの一部系統

を対象に、引き続き利用実態等調査を行います。

②鉄道利便性・安全性確保等対策事業

[基本事業名:35201 持続可能な移動手段の確保と次世代モビ1)ティの

導入支援}

予算額:(R2) 1 3 8， 8 1 8千円 → (R3) 1 0 7， 4 0 5千円

事業概要:地方自治体を含む中小鉄道事業者が行う鉄道の安全性・利便性の向

上を図るための施設整備等や、鉄道事業者が行う施設の耐震対策に

ついて、国や沿線市町等と協調して支援します。

③(新)新型コロナウイルス感染症に対する交通事業者支援事業

{基本事業名:35201 持続可能な移動手段の確保と次世代モビリティの

導入支援]

予算額:(R2) 一 千円→ (R3) 4 7 0， 6 6 4千円

事業概要:新型コロナウイルスとの戦いが長期化の様相を見せる中で、公共交通

の維持・確保を図るため、引き続き、県内交通事業者が行う感染拡大

防止、利用回帰に向けた取組や安定的な運行に要する経費を支援しま

す。

④(一部新)伊勢鉄道基盤強化等対策事業

[基本事業名:35201 持続可能な移動手段の確保と次世代モビリティの

導入支援]

予算額:(R2) 6 9， 7 3 8千円 → (R3) 3 8 0， 8 0 9千円

事業概要:新型コロナウイルス感染症の影響による伊勢鉄道株式会社の厳しい経

営を関係市町と支援するとともiこ、今後の支援のあり方等について検

討を行います。また、同社が行う鉄道の安全性・利便性の向上を図る

ための施設整備等について、国と協調するなどにより支援します。
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⑤(一部新)次世代モビ1)ティ等を活用した円滑な移動手段確保事業

[基本事業名:35201 持続可能な移動手段の確保と次世代モビリティの

導入支援]

予算額:(R2) 1 0， 5 0 0千円 → (R3) 2 0， 2 0 0千円

事業概要:車を持たない高齢者などの円滑な移動を支援するため、福祉等と連

携した取組や次世代モビリティ等を活用した取組に、「新たな生活様

式Jに対応するキャッシュレス決済システムの非接触化などの新たな

視点を加え、市町と連携しモデル的に実施します。また、こうした取

組を核としながら新たな移動手段を導入する地域の拡大を図ります。

⑤モビリティ・マネジメントカ育成事業

[基本事業名:35202 モビリティ・マネジメント力の向上]

予算額:(R2) 9 2 2千円 → (R3) 7 7 3千円

事業概要:iモビリティ・マネジメント」に関する研修や啓発に市町や交通事業

者等と連携して取り組みます。また、「三重県自転車活用推進計画J

に基づく取経を関係機関とともに進めます。

⑦航空関係費{基本事業名:35203 国内外との交流を生む広域交通網の充実]

予算額:(R2) 1 6， 3 3 9千円 → (財) 16， 392千円

事業概要:新型コロナウイルス感染症の収束後の展開を見据えて、中部国際空港

利用促進協議会や関西国際空港全体構想、促進協議会等の活動を通じ、

本県へのインバウンドの増加等に資する雨空港の利用促進や機能の

充実などに取り紘みます。

③(一部新)リニア中央新幹線関係費

【基本事業名:35203 国内外との交流を生む広域交通織の充実]

予算額:(R2) 9， 0 0 0千円 → (R3) 9， 0 0 0千円

事業概要:名古農・大阪間の環境アセスメントの着手時期が近づ、いてきたことか

ら、県同盟会において、市町等と連携を密に県内駅位置候補の検討を

進めます。また、環境アセスメントの円滑な着手やルート及び県内駅

位置の早期確定に向け、関係府県、経済団体等と連携して JR東海の

リニア事業に協力します。さらに、 SNSを活用した新たな啓発活動

などを通じ、若い世代をはじめ県民の皆さんの気運醸成に積極的に取

り組みます。
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随策354 水資源の確保と土地の計画的な利用l

①工業用水道事業会計出資金

[基本事業名:35401 水資源の確保と水の安全・安定供給]

予算額: (R2) 3 2 1， 1 7 0千円 → (R3) 3 1 8， 1 0 2千円

事業概要.県勢振興のため先行的に確保している水源の工業用水に係る管理費

等について、一般会計から工業用水道事業会計に出資します。

②地籍調査費負担金

{基本事業名:35402 土地の基礎調査の推進]

予算額: (R2) 2 2 8， 0 0 7千円 → (別) 3 5 6， 777千円

事業概要:土地取引の円滑化や土地資産の保全、災害復旧の迅速化等に資する

ため、地籍の明確化を図ることとし、地籍調査を実施する市町に対

して、その取組を支援します。

③(新)測量;成果活用型地籍整備推進費

[基本事業名:35402 土地の基礎調査の推進〕

予算額: (R2) 一 千円 → (R3) 3， 2 8 2千円

事業概要:公共事業等の既存測量・調査の成果を活用した地籍調査の推進を図

るとともに、市町における同手法の活用を働きかけます。
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( 2 )事業の見直し

---------事 業
増減額(千河)

本数

廃止事業 2 ム 9，576

yフォーム l 6. 6，125 

休止事業 。 。
合計 3 ム 15，701

事業の見麗し調書

0:主)調書の各記号の意味I士、以下のとおりです。

rOJ・..令和2年度特定政策課題枠のもの

「口J'・・令和3年度特定政策課題枠のもの

r@J"・市町予算と関係があると思われるもの

「企」・・・いわゆるf当然減」によるもの

。口@A

基事本業
番号 施番策号 細車業名

番号

1 3 /  / 三重ととわか大会プレイベント
開催事業費

。

Eプaロsyジ Access to東紀州!
ェクト推進事業費。 141252 25202 (1呂 Easy Access 事to業東費紀) 

州 1プロジェクト推進
(1日世界と結ぶ東紀州インパ
ウンド事業費)

15 /  / とれからの移動手段チャレンジ
事業費

合計

区分 令和2年度 令和3年度 差 考i

廃止 市ヲjht-休止 予算当初額A 要求当初額8 B-A 

1 3，836 0 ム3，836

1 12，413 6，288 ム6，125

1 5，740 01 /'， 5，740 

2 l 。21，989 6，288 /'， 15，701 
ーー

16 

鋭 瞬

事業実施期間終了に伴い廃止する。

事界業と結をぶより東効紀率州的イにン実パ施ウするため、世
ンド事業費を

Eaトs推y進A事cc業ess to東紀州 lプロジェ
ク 費に統合する。

事業実施期間終了に伴い廃止する。



(3)令和3年度当初予算要求 新規事業一覧(一般会計)

事業名の前に付いている各記号の意味は、以下のとおりです。

「※j 一部新規を含むもの(事業費は新規分のみを計上)
r(QJJ ...市町予算と関係があると恩われるもの
rOJ・・令和 3年度特定政策課題枠のもの

施策
部局名 事 業 名 称

番号

242 地域連携部 県民の健康を守るプロジェクト事業費

251 豊かな自然の中で安心して楽しめる南部地域魅力発信事業費

251 j毎・山・まち南部地域リラッウスコミュニティ推進事業費

252 o さあ出かけよう、熊野古道再発見旅事業費

254 ※ く〉 ええとこゃんか三葉移住促進事業費

255 ※ 特定振興地織推進事業費

352 ※ 。 リニア中央新幹線関係費

352 ※ 伊勢鉄道基盤強化等対策事業費

352 ※。 o次世代モピリティ等を活用した円滑な移動手段確保事業費

352 新型コロナウイルス感染症に対する交通事業者支援事業費

352 密を避けた移動ニ ズに応える利便性向上実証事業費

354 測量成果活照型地籍整備推進費

行政委
。 衆議院議員選挙費

員会

行政委
。 最高裁判所裁判宮田民審査費

員会

地滋達準額計

17 

(単位千円)

事業費

7.000 

21，121 

5，550 

21，800 

4，245 

15，000 

4，439 

323，595 

18，0日日

470，664 

9，662 

3，282 

1，053，808 

10，086 

λ968，252 



(4)令和3年度特定政策課題枠事業一覧表

(1)コロナがもたらした「新たな日常Jへの対応 (単依子円)

部名 施策 細事業名 事業概要 事業費

子ども連れ家族などの来訪意欲を喚起するため、古道歩きが具
地域連

252 
さあ出かけよう、熊野古 体的に思い描ける狭像や、来訪持にさまざまな楽しみゃ学びを

15，350 
携部 道再発見旅事業費 提供できる動画等を作成します。また、安心して来訪できる機会

を創出するため、体験ツアーを実施します。

(2)人口減少への対応(地方創生の実現) (単位千円)

部名 施策 細事業名 事業概要 事業費

移住希望者と地域の人たちが継続的に交流し、関わる仕組みで
ある「三重暮らし魅力発信サボ-:)1ーズスクエアJIこ、ワーケー

地域連 254 ええとこゃんか三重移 シヨン等「場所J1ことらわれない働き方に関心のある層を取り込
9，5391 

携部 住促進事業費 み、本県への移住につなげるとともに、地域の人たちのコミュニ
ティ「三重スクエアjの体制強化を留るための人材養成を行いま
す。

(3)その他社会経済情勢の変化への対応 (単位千円)

部名 施策 細事業名 事業概要 事業費

車を持たない高齢者などの円滑な移動を支援するため、福祉と

次世代モピリティ等を活
連携した取組や次世代モビリティ等を活用した取組に、「新たな

地域 生活様式J1こ対応するキャッシュレス決済システムの非接触化な
連携部

352 用した円滑な移動手段
どの新たな授点を加え、市町と連携しモデル的に実施します。

20，200 
確保事業費

また、こうした取組を核としながら新たな移動手段を導入する地
域の拡大を図ります。

名古屋・大阪聞の環境アセスメン卜の義手時期が近づいてきたこ
とから、県i奇窓会において、市町等と連携を密に県内駅位置候
補の検討を進めます。

地域 352 
リニア中央新幹線関係 また、環境アセスメントの円滑な着手やルート及び県内駅位置の

9，000 
連携部 費 早期確定に向け、関係府県、経済団体等と連携してJR東海のリ

ニア事業に協力します。さらに、 SNSを活用した新たな啓発活動
などを通じ、若い世代をはじめ県民の皆さんの気運醸成に積極
的に取り組みます。

言十 81，266 

特定政策課題枠合計((1)+(2)+(3)) 
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(5)令和3年度新型コロナウイルス感染症対策枠事業一覧

単

番号 部局名 施策 細事業名 事業概要 事業費

一重とこわか国体、ニ主主と」わか大会において新製コロナウイ
三叢とこわか団体且三重と

43 地域連携部 241 
ルス感染症対策に取り紐みます。また、市町等が実施する競技

こわか大会開催事業費 別リハーサル大会、競技会等における新型コロナウイルス感染
451，933 

症対策を支援します。

44 地域連携部 241 
三重交通G スポーツの社 新型コ口ナウイルス感染症の感染防止のため、消毒液等を鶏
鈴鹿事業費 入します。

685 

45 地域連携部 241 
三重交通G スポツの社 新型コロナウイルス感染症の感染防止のため、 j再毒浪等を購
伊勢事業費 入します。

788 

46 地域連携部 241 
ドリームオ シャンス告ジ 新型コロナウイルス感粂症の感染防止のため、消毒液等を購
アム事業費 入します図

26 

47 地域連携部 241 
嬢営ライフル射撃場事業 新製コロナウイルス感染症の感染防止のため、消毒液等を鱗
費 入します。

24 

48 地域連携部 241 競技力向上対策事業費
競技力向上のための強化練習等における感染妨止対策に取り
組みます。

9，758 

49 地域連携部 242 地域スポーツ推進事業費
県主催のイベントや研修会等を開催するにあたり、新型コロナ
ウイルス感染防止対策を講じます。

201 

50 地域連携部 242 
地域スポーツイベント開催

県民の皆さんがスポーツに親しむ機会の充実を図るため、新型

事業費
コロナ感染症対策を講じ、美し国三重市町対抗駅伝を開催しま 500 
す。

オリンピッウ聖火リレー及びパラリンピッヴ嚢火フヱスティパルに

東京2020大会に向けた
ついては、市町及び関係機関等と連携し新型コロナウイルス感

51 地域連携部 242 「オーJレ三重J推進体告IJ構
染症対策を講じ、安全に実施するとともに、東京2020大会や三

築事業費
震とこわか国体・とこわか大会へにつなげます。また、事前キャ

41，448 

ンプについては、感染対策を含めた安全な受け入れ態勢を構
築するとともに、地元住民との交流事業を行います。

新型コロナウイルス感染症の拡大により、密を避けて豊かな自

豊かlしなめ自る然南の部中地で域安魅心力し
然等を満喫できる南部地域への教育旅行の需要が高まってい

52 地域連携部 251 て楽
る中、今後も教育旅行の目約地として選ばれ続けるよう子ども

発信事業費
の話線での魅力を発信するとともに、体験プログラムの騎発・改

21，121 

蕃や受入体制構築等への支援、察内外への教育旅行向けメ
ーューの発信を行います。

密を避けて旅行したいというこーズに応えるため、古道局辺でこ

53 地域連携部 252 
さあ出かけよう、熊野百道

れまであまり紹介されていなかった隠れた魅力を、地元の方々

再発見旅事業費
がインヲビュー形式で高画質映像により紹介します。また、それ 6，450 
らの魅力を行程に組み入れた体験ツアーを実施して、より多く
の来訪者誘致に取り組みます。

54 地域連携部 255 地方連絡調整費
地域防災総合事務所等において、新型コ口ナウイルス感染症
対策として、来所者のために必要な消毒液等を購入します。

323 

新型コロナウイルス感粂症
新型コロナウイルスとの戦いが長期化の様拐を見せる中で、公

55 地域連携部 352 11 こ対する交通事業者支援 共交通事染の拡維大持防・確止保、を図るため、引き続き、県内交通事業者が

事業費
行う感 利用回帰に向けた取組や安定約な運行に

470，664 

要する経費を支援します。

地域連携部計 1，003，921 

r 
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(6)令和3年産県民参加型予算事業一覧

(単位.千円)

番号 部局名 施策 細事業名 事業概要 事業費

コ口ナ禍で、運動・スポーツをする機会が滅

県農の健康を守るプ
少している中、室内でも効果的な運動やスト

16 地域連携部 242 レツチの紹介動画を制作・活用し、すべての 7，000 
ロジェクト事業費

世代で運動習慣を継続・定着させることによ
り、県民の心身の健康を守ります。

海・山・まちが同居するt南つ部な地が域りの魅力・特

海・山・まち南部地域
色を生かして、人と人均 、コロナ禍

17 地域連携部 251 リラックスコミュニティ
での白常のストレスや不安を解消し、心の

5，550 
推進事業費

健康を高める機会を提供し、南部地域の
ファンを増やすとともに、ワーケーションの
促進を図ります。

密を避けた移動手段であり、県民のドア

ス密を避けた移動ニー
ツードアの移動ニーズに応える告クシーの

27 地域連携部 352 に応える利便性向
即時性や対応力を高める取組の有効性を L

9，662 
上実証事業費

実証することにより、事業者の取締を促進

し向、上県を内図のり9まクマシー利用に関する利便性の
す。

20 
.j 
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(7) I事業改善に向けた有識者懇話会(ブ、ラッシュアップ懇話会)Jでの有識者からの意見と当初予算要求への反映状況等
施策251 南部地域の活性化

施策
基本事業

議題論 点

251 --1南部地域の若者の地
南部地域の i域への定着率向上を
活性化 |めざして基金等を活

用して取り組むより
効果的な事業につい
て

ご意見

主担当部局 地域連携部南部地域活性化問

当初予算要求への反映状況等

目標カ若者の地域への定着率向上となっているが、基金活涌事案否言寄1通扇面面T[u令和元年度に、より効果的に基金を活用するため、働く場の確練や定着に直接的につな
の活性化に広く適用できる事業となっており、世 ゲツトカ絞られていないため| がる事業が実施できるよう対象事業の見直しを行いました。関係市町と協議しながら地
に毘的に対する効果検証ができにくくなっていると思われる巴 | 域課題を整理して事業を構築しており、今後は設定した亨 ゲツトの適否や取組内容の
若者の地域への定着率向上に直接的に効く事業、対策を講じる必要がある。 1 ヲーゲットへの訴求効果等について検証を行いながら、より効果的な事業を構築してい

| きます。

ー苓依若主計と遜元函 ij雇扇町ゐ蕩主制面子るだil:ï f三 :--t-ÕJ-正 ?-tj議議-1:::王子じモ苫 (f)ーσ事業ー苔存苦吊面j--EE吉正苓桔 2~存度事業(f)取布Þlî.長手謀藷「を重重逗じ:一言言葉実施E尋首1ど
くらいのニ ズがあり、またどのくらいの雇用創出が見込めるかについて分析 ! あたっての課題解決とより発展的な成果を出すことを意識して取組を見直し、令和 3年
し、定量的な標値を設定してはどうか。 I度の目標を設定しています。

手ニニヂヲ下茎1甫昔幅員五議泊3善寺〕葦芳正在否著者Eじモ工、るがそ;一三布石一二ヂヲ下1三び薪3主主10子弓二i'j(:ヌ恵袋読め1度実在克極d;iな京らで矛;:_，ヲ?ジ主活扇じ定都市部二，O)t育
対して、どのようなアブロ チを行うのかを明確にする必要がある。 I報発信と対面による地域や人の魅力を伝える取組の2つの手法を組み合わせて、より効

| 果的なアプロ チ方法を構築していきます。

布面ih'j@一方謝庄支付盃"f)告:涌[じ五三 -tïとどU移長著一五百議f王だ~(.\弓五百長在詳福lミr-~主1をほ(f)移住施設主f!i:当子~1晶玉吉支援謀王通E厚仁一漏踊釜ゐ lまがii験荏浩平移径着実1草
分析、検証し、効果の出ている施策は交付金終了後も継続できるための枠組みを| 会などの取総について、関係市町とともに分析ー検証在行い、より効果的な取組を選択
作る必墜がある。 I していきます。

一定案吉ぜ~-~-三\J:長芥五'b-õ5ú-:g，-二 ;:_'(f)瑠f;五日吾函Z草案1=元茎ス瓦石王E一。一言蔀抱一最長bう嵩枝主主一λ，(f) デジ手二-~福菓己正-，)了直最ニよる憂蒼[まあ石毛Õ)-ÕJ-f，証ど場7J{議ーして
うか。県外で生活をしていた人の方が県内のみの生活者よりも三重県の魅力をよ| ため地域を離れる若者が多いことが示されています。 U聖 ンや地方への移住を検討し
りよく理解していることもあり、県内の魅力を理解し、発信できることが生産1生l ている都市部の若者に対して県内各地域の魅力的な仕事の情報を提供していくことカ嚢
の向上やさらなる移住者の呼び込みに繋がると考える。 I要であり、市町のWebを使ったマッチンゲ等の取組を支援していきます。

一一一地一売あ若著ゐ定蚕 rf提予五iI:ï:濯羊議活油売で起議it'ずる1傑[三 ï-J::ー夜是正幸ほ砕益一一司菓--('1王天 Jj二下予ヲヲ支援事業一一(麗肩経浜言語;")-~戸麗ili~亀有通業者養疏議直 f麗蒜示達ー
や事業投資聖堂を支給するなどの奨励制度を導入してはどうか。(移住者向けの起l 部)など累内で起業しようとする人材の支援に取り組んでおり、地元の若者に対して市
業化補助金はあるが、その地域で生まれた若者に特化した支援事業は見当たらな| 町在通じてこれらの支援制度を紹介するなど、適した支援制度の活用を促していきま
いので検討していただきたい。) I す。
転丈著両lη子デ-百ゐ事薬
①魅力やアピ一jルレポイントをうまく生かしていることはとても良しい、L。移住検討者| ピ一jルレする取組を、?市官町と連携しながらさらに進めていきます。

向けのイン告ビューでは、事くの場合、都会のような便利な暮らしを求めるよ I. <z新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、令和2年度に度会県の取組を見直し、
りは、丁寧な暮らしを 選好している。 I コラムの寄稿やオンラインサロンの開催などオンラインで気軽により多くの方に関

②人口そのものが減っている中で、転入転出の数に敏感過ぎるのもよくない。そ[ わってもらえるよう工夫したと ころです。
の意味では 度会県民、関係人口、活動人口等を生かすのは良い試みだが、参i この方向性を検証し、更なる改善 進化も検討しながら、令和 3年度も関係人口の
加人数、開催回数などからすると改善が必要。 I 裾野拡大と関係の深化に取り組んでいきます。

cr地域おこし協力縁の任期終了後の定住率が低いことは問題で、その要因等の諮ド0③総務省や(一社)移住交流推進機構が全国的に定住率に関する調査を実施してお
査が必要ではないか。この制度の良さは、自治体と移住者と地域住民との連携| り、それによると定住の鍵として隊員悶土のネットワーウや行政職員との関わりが
を組織化することで新たなビジネスなどへの転換を狙いとしている点だと恩 | 重要とされています。そのため、
う。 I 08-0日を含む隊員間士が気軽に相談や情報交換ができるネットワーヲの構築を

③ 昨年、三重県5市で移住者と地域住民を対象とした調査(尾鷲市、伊勢市、 [ めざして取組を進めます。
津市美杉地区、松阪市飯南地区、鳥羽市)を行ったが、その調査から見えたのi また、今後隊員と雇用 委嘱関係にあった市町とも連携し、隊員の受入 活動環
は、移住者 e 地域住民の人題関係の範霞が狭い点である。 I 境や定住に至らなかった要因の調査等も行い、隊員の任期終了後の定住 定着率の
とりわけ、移住者のコミュニティが狭く、地域住民とのつながりはとても限定| 向上をめざします。
的(普段からやり取りしている人の平均は、 3人程度)。これは、移住者が地| ④移住コーディネ タ を置く市町もあり、そうした市町は実際に移住者数が増えて
域で孤立している可能性を表しているので、移住者や地域住民との関係性を継! いると開いています。県全体の移住施策を担当する地域支援課と連携して市町の先
続 維持させる仕組みについて検討する余地がある。 I 駆的な取組について情報収集し、他の市町に事例紹介するなどして課題の解決に向

⑤園内向けの移住定住促進は限界にきている。現状では、自治体問士で奪い合い| けた検討を行っていきます。
状況であり、海外向けのグローパル戦略は考えられないか。 I⑤圏内の移住定住だけではなく、外箇人もヲーゲットにした移住定住へとシフトする
外盤人に尾鷲の三木浦町の海を見せたらエーゲ海といわれたことがあり、海外! ことについて、市町とも十分な意見交換を行います。
からのスキ 客を?< ゲットにしたニセコ防のように取り組むことはできない
か。
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施策に関す
る総括的な
意見

ご意見
インプット→アウトプット→アウト力ムを明確Lする必要がある。

一一効主主夜註t副主主1者~-i'~右京一車7年度う~t Pl)ëÄ-主面じで一一柔萩1=彪~吾変ーえーと;-C\<~必要ーかお右;一ー

pi5eAをじ2よる，¥-~j 画一ずだ&5f=ïi:ーぞi正'nnf定重砲なかl主設~する1必要が語~: ー一

一一騎徐u:o創面ifJEit，-訂正ユミ-;，-~-Õ)-'裏話[l.-'弓定期一耐えt議組ーだ(子そitj"(:町長ー扇雨己最-'Jï主-ii ë:Tモ詩禍1王
かかるがイヲーゲットに直接的に効果のある施策を取り入れる必要がある。

…移在:者(J)手二手芸:寛~L一諺に在補若助!のと項対じモ議''-'五橋語喜一定(jfじだ芳添移にt移i)住己者目元，{~量王-~-EÆまお玩能Z性Iが言葉高
が見受けられるので、さら 目や金額を上げることで効率的移 を獲得できる可
い。引っ越しの補助や家賃補助、生活全般における補助、空き家の紹介、賃貸できる空き家の確保、子
育て環境の整備などが有効な取紐としてあげられる。

一一主主誌でぶ盃T~t::-L-\-E{~まヲモi-\-~若是正巳対工モ1主ア
の息いもしっかり聞くことが重要意。
患いは人それぞれであり、その 見にこそ次の有効な者取組を生に繋がるヒントがあるはずである。県内で永
住したい若者をよく理解することが次の永住したい若 み出すことにも繋がる。

一一註ス命者ー両仔あ事業:転弱者両l千百毒言葉õ5/~ろージ;'Ü<1重可否-('-Ô)--eほな，¥百元 一一一一一一一一
転入者の増加(移住 定住の促進)の取組は充実しているが、転出者の軽減(若年層を引き留める)の
取組が弱い。

当初予算要求への亙映状況等

0南す部る地域活性化基金を活用した事業Lついては、市町の企画担当課長や有識ッ者ト等の選で構定成や
南部地域活性化協議会において進捗在報告 確議認会しています。舎一ゲ

事を業検ごとに定量的な目標値を設定するなどして協 で的確に検証できるような仕組み
討していきます。

。院に議、;;:地域E己主是始し前協1力::-~隊~iI組る-.t，-，r石ご三五言モ匂(J)/ ヲ 1\'ろーと/に厳bう蓄積ーさ亙が子苫-t-t
おこ との連携を強化するなど世ーゲツトに効果のある取組を進めてい

きます。

ぬー-~体む主，[市丙のf移町"住やi正、施賛移策益面住をl者担1)'桶交当扇流す定jfモ1宏之一，--t手験在宅:一主苦蒙Jミラう-iiJ!多面弱:京支援己厳-'J抱一
会を て移住のフォロに取り組む市町がありま 県会

移努 る地域開が選催支択援し諜と連後携して移住を希進望者lこ多岐にわたる情報すが。伝わる
ょうめ、必要な支擦措置 されるよう取組 めます。

σ 市的町に情!と報正発:t;~面完l金支説明蚕7くt-、E'i若Z著者ど地域'o)1!量ーと寝荏語3干すー右顧極=是正市面fがち二百
{言するだけでな との双方向のコミュニケ ションが行われるよう促

すとともに、県としても度会県の取組等を通じて若者の生の芦を聞く機会を増やしてい
きます。

-o一橋が1充和五l実磁し討議設を二どdゴデジ手工仁王子伝:-'t-CO)-若者示働三宮がおi1:一言五三重百じめ1量通
ていれば、地域に残りたいと家回族答しています。転出者の減少のため、市町が取

域り組づむ地域の働く場とのマッチングや で安心して地域に暮らし続けられるような地
くりについての取組を促進していきます。


